JPSJの現状と日本の物性研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本物理学会　斯波弘行

　この講演ではJPSJの最近の数年間の状況をレビューする。

　JPSJは学術誌の出版、閲読などの形態が電子的手段に移行している状況を踏まえ、急ピッチで改革を進めた。

（１）創刊号からの全論文の電子版の完成（2005年7月）

（２）閲読を電子メールとウェブ中心にした。

（３）閲読過程に常に注意し、よい論文を早く出版

（４）編集委員会企画の「招待論文」「特集」を出版

（５）「注目論文」をメディアや「会誌」に配信

などの努力をしている。その結果、電子版論文のダウンロード数は順調に伸びている。JPSJには現在よりもずっと厳しい環境で優れた研究をしてきた先輩たちの成果が詰まっているのである。

しかし、論文の投稿数は伸びていない。これは何を意味するのであろうか？JPSJの改革が足りないことを示しているのか？それとも、現代の日本の研究者の姿勢に問題があるのか？

